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1．万国博覧会とヘンリー・コール 
 
 19 世紀後半の万国博覧会の時代にその口火を切ったのは、1851 年にロンドンで開か
れた｢万国産業活動大博覧会(The Great Exhibition of the Works of Industry of all 
Nations,1851)」である。この最初の万国博覧会は、産業革命の先進国イギリスを主催
者として、ヴィクトリア女王(Queen Victoria, 1819-101)の夫君アルバート公(Albert 
Prince Consort of Engaland, 1819-1861)を中核にして開催されている。この折りに
その有能な補佐役として頭角を現わすのが、ヘンリー・コール(Henry Cole,1808-1882)
である。コールは、初期議会記録の編集にたずさわる「公文書保存委員会」の事務官
として出発し、一通一ペニー前払い郵便制度の確立や、鉄道軌道の統一にむけての宣
伝活動に関わっている。その一方で彼は、その余暇を活用して出版活動にも手を染め、
フェリックス・サマリー(Felix Summerly)の筆名で、幼児向け絵本「おとぎ話叢書(the 
Home Treasury,1843-1847)」を編修・発行しており、これらの絵本はたちまち評判に
なっている。 
その一方でコールは、1846 年に「王立美術協会(The Royal Society of Arts)」が「一
般の趣味の向上に適う実用品」のデザイン競技会を開催するとの情報を耳に入れ、デ
ザインの未経験者ではあったが出品を決意している。そこでコールは、デザインの手
本を求めて大英博物館を訪れ、古代ローマの陶器類を図取りしている。そして製陶業
の中心地ストゥク・オン・トレントの陶器製造業者ハーバート・ミントンを訪ね、職
人の手助けを得ながら「茶瓶と牛乳注ぎと受け皿付き茶碗」の原型を造り上げ、ペン
ネームのフェリックス・サマリーで出品している。この単色の安価な「陶器製茶器セ
ット」（図 1）は、見事に入賞を果たしており、銀メダルと賞金 10 ポンド 10 シリング
が授与されている。この受賞が契機になって、コールは王立美術協会に加わっている。
またアルバート公はその頃に当協会の総裁に就任しており、このコールの茶器セット
のデザインを高く評価している。 
さらにはこの茶器セットの成功が契機になって、商業的な組織「フェリックス・サ
マリー美術製品(Felix Summerly Art-Manufactures, 1847-51)」が立ち上げられてい
る。その趣意書によれば、コールは中世における優れた美術家たちの装飾活動に範を
求めており、「万人が心の底から美術に関心を抱いていた中世には、偉大な美術家のほ
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とんどが日常生活物品の装飾を試みており、形態と色彩の美しさと詩的な創意がすべ
てのものとひとつになっていた。今でもそうあるべきであり、再びそうあるべきだと
われわれは思う」と鼓吹している。そこで彼らは、最適の優れた美術家がその原型を
デザインし、それに基づいて最適の優れた製造業者が商品を製造するような組織、言
うなれば、一種のデザイン・ユニットを立ち上げ、衆人の審美眼を高めていくことに
乗り出している。その一方でコールは、万国博覧会の開催に向けての一連の動きにお
いて重要な役割を担い始めている。 
 
2．第一回万国博覧会の開催 
 
国家的な制度として認知された最初の産業博覧会に関しては、すでにフランスが一
種の国民的祝祭としての内国産業博覧会を他に先がけて 1798 年から開催していた。コ
ールは、1849 年にパリでの内国博覧会を視察し、フランスでは万国の産業製品の博覧
会の開催が論じられているにもかかわらず、以前として内国博覧会の開催にとどまっ
ていることを、アルバート公に上申している。そこでアルバート公は、この報告に耳
を傾け、諸外国の産業製品を含めた万国博覧会を英国が開催する決意を固めている。
これについてコールは、自叙伝で次のように書き留めている。 
 
私は敢えて主張したいのですが、人間らしい産業の振興において、1851 年の万国産業活動大博
覧会に肩を並べる得るほどの催しは、世界の歴史に記されていない。優れた国民が、人間的な特
殊な技術による製品を比較するために、全ての文明国を祝祭の催しに招いた。その催しはそれ独
自の特別な手立てによって実行に移されている。すなわち、それは自立したものであり、大昔で
あれば大規模な建築工事が必要としたであろう重い負担やあくせくと働くこととは無縁であった。
アルバート公は、卓越した知恵者で賢明な精神の持ち主であり、その統率力とすぐれた実行力に
より自らが先頭に立ってこの企画を輝かしい成功へと導いた。その国民を統治していたヴィクト
リア女王は、夫の活動と課題にこの上もなく暖かい共感を寄せ、愛情を籠めてその進捗を見守り、
2 万 5 千人の大群衆の中でその偉業に立ち会っている。長さ 563 メートル、幅 124 メートルのガラ
ス屋根の下にすべてが集められおり、歴史上これまで一度も起こったことがない出来事であった。 
     (Henry Cole, Fifty Years of Public Work of Sir Henly Cole, Vol.1, 1884, p.116.) 
 
ここに書き留められているように、第一回万国博覧会は、産業革命の先進国イギリ
スの商業的な産業生産の飛躍的な発達を背景にして、さらに国際法によって裏付けら
れた「物財の完全な保証」や「商業の自由」や「機関車や運送の容易さ」などによっ
て、その開催が可能となっている。そして博覧会の公式名称は、｢1851 年万国産業活動
大博覧会(The Great Exhibition of the Works of Industry of all Nations,1851)｣
と定められ、ハイド・パーク南側の広大な土地がその敷地として提供されている。そ
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ここに書き留められているように、第一回万国博覧会は、産業革命の先進国イギリ
スの商業的な産業生産の飛躍的な発達を背景にして、さらに国際法によって裏付けら
れた「物財の完全な保証」や「商業の自由」や「機関車や運送の容易さ」などによっ
て、その開催が可能となっている。そして博覧会の公式名称は、｢1851 年万国産業活動
大博覧会(The Great Exhibition of the Works of Industry of all Nations,1851)｣
と定められ、ハイド・パーク南側の広大な土地がその敷地として提供されている。そ
してそこに「水晶宮(Crystal Palace)」とも呼ばれる優美で、軽やかな展示館「水晶宮」
が出現し、それは鉄とガラスから成っており、経済的であり、しかも短期間に造営し速
やかに解体することが可能であった。 
この展示館の内部には、楡の巨木が残され、オリーブの木や熱帯性植物などが植え
られ、このこの巨大な庭園のような展示空間に、機械類、原材料、織物、食物類、家
具、諸外国の展示品、そして美術品が並んでいた。文明国がそれぞれ自慢の文物を競
い合ったこの万国博覧会は、あらゆる種類の主要産業と生産方式を含んでおり、人々
は新しい時代の最新情報を求めて競ってそこを訪れたので成功裏に終わっている。 
 
3．『アート・ジャーナル』誌特別号『1851 年万国博覧会アート・ジャーナル図録』 
 
1851 年の第一回万国博覧会においては、幾種類かの展覧会図録が刊行されている。
その内で最も知られている図録は、三冊組の公式カタログ『1851 年万国産業製品大博
覧会：図解付公式要覧（Great Exhibition of the Works of Industry of all Nations, 
1851, Official Descriptive and Illustrated Catalogue, Vol.1, Vol.2, 
Vol,3,London,1851）』である。このカタログは、当博覧会を指揮監督した王立委員会
によって刊行され、図版が豊富で個々の出品者を特定するのには打って付けであった。
しかし、その事項の構成が複雑であり検索に難があった。それに比べるとは、『アート・
ジャーナル』誌特別号の『1851 年万国博覧会アート・ジャーナル図録（Art Journal 
Illustrated Catalogue of the Industry of All Nations, 1851.）』は、半公式の博
覧会カタログとして刊行されており、精選された出品物の挿絵群がより簡便に構成さ
れている。陶器、織物、鋳鉄品、家具、カットグラス、装飾品、炉額、敷物、ピアノ、
船首飾り、照明具、彫像、テラコッタ製品、剃刀、壁紙、ストーブ、四輪馬車、武具、
そり、玉突き台、時計、モザイク、銀器その他の挿絵群である。これらの挿絵群の配
列は、読者が自ら会場を訪れ実際に見て回っている気分になるよう工夫されていた。
また本編者は、この序文の中で「産業家と工芸職人は最も価値ある最大限の教訓を学
んだ。苦労しなければならない不利な立場、治さねばならない欠点、克服しなければ
ならない偏見についての教訓である」とも述べ、展示品への批判的な意見にも注意を
喚起している。実際に本図録には、『審美眼の教訓としての博覧会(the exhibition as 
a lesson in taste 』と題する評論が掲載されている。 
この評論の筆者は、「官立デザイン学校」で装飾の歴史と理論を講じていた産業美術
の評論家ラルフ・ニコルソン・ワーナム（Ralph Nicholson Wornum,182-1877）である。
彼の評論は、イギリスの製造業に役立つ評論として高く評価され、懸賞金 100 ギニー
が『アート・ジャーナル』誌から贈られている。このワーナムの評論の主題は、装飾
の価値と歴史とデザインにあり、次の三つの章からなっていた。 
第一章「装飾の価値に関する一般考察」では、感性的な能力としての「審美眼」の
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向上が要請され、装飾の本性と社会的機能への注意が喚起される。その上で、装飾デ
ザインは文明の進歩した社会ではもはや贅沢ではなくて、精神的に必要なもののひと
つであり、自国の商業的繁栄にとってもすぐれた手立てであることが強調されている。 
第二章「歴史上の装飾様式に関する概論」では、全ての時代や民族の識別は、独創
的であれ借用であれ、いずれにしてもある種の審美眼的な個性によって、装飾表現で
識別されてきた。」と指摘している。その上で、当博覧会の多様な産業美術品について
その細部が検討され、「この諸民族による大規模な産業競技会からいかなる教訓が引き
だされるのか」が論じられている。 
第三章「装飾の施されている展示品の考察」では、「装飾デザインにおいては何の新
しいものも万国博覧会には存在しない。その方法や細部は過去の時代にいくたびも扱
われたものである。おおむね製造業者の審美眼は無教養である。そうでない場合には、
フランスからの影響が欧州の製品には際立っている。」との厳しい判断を下している。 
そして第四章から第八章においては、装飾デザインに関与する様々な産業領域が順
を追って論じられ、その上で最終の第九章「装飾(Ornament)」においては「装飾その
ものの本質」について言及し次のように結論付けている。 
 
装飾は贅沢なものではなくて、人間精神のある段階においては、絶対に必要なものである。産
業製品が高度な機械的完成度に達したり、身体の必要性に完璧に適ったとするならば、その完成
へとそれらをもたらした活力は、沈滞するか、あるいはより高度の領分―審美眼の領分において
継続されるにちがいない。なぜならば文化のある発展段階においては、人間精神は単なる粗野な
実用性に反感を持つであろう。したがって役に立つものや好みに合うものを装飾することは、そ
れは人間の本性からすると自然なあり方である。しかし純粋な用におけるすべての努力を規制す
る機械的法則が存在するように､人間精神の法則が存在し、装飾や模様デザインを試みるときに現
われる美的努力を規制するのである。 
（Ralph Nicholson Wornum, the exhibition as a lesson in taste,in: 
The Art Journal Illustrated Catalogue of the Industry of All Nations, 1851,XXⅠ***.） 
 
この結論部では、装飾や模様のデザインの必要性が文化の発展との関連から考察さ
れ、その上で装飾に関する「人間精神の法則」が存在するとしている。そしてさらに、
装飾の分野に関しては、平面的なものと丸彫り的なものに弁別して、次のように考察
している。 
 
装飾には平面的なものと丸彫り的なものがある。平面的なものにおいては明暗の対照法が、丸
彫り的なものにおいては光と影の対照法が、さらに両者においては、視覚を純粋に満足させるこ
とに関する多様な効果が知られている。また平面的なもの場合は線の働きが主眼点であり、丸彫
り的なものの場合は色調や影などの広がりの働きが主眼点である。また色彩は両者にとって補助
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ていた。こうした当代の低迷するデザイン情況の改善は、万国博覧会閉幕後のデザイ
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ン改良運動に託されるのであった。 
 
4．第一回万国博覧会閉幕後の産業美術とデザイン 
 
 第一回ロンドン万国博覧会は、空前の賑わいを見せた。好奇心を刺激された内外の
人びとが競うようにして「水晶宮」へと急いだ。5月 1日から 10 月 14 日までの会期中
に 600 万人を越える入館者がつめかけており、この大盛況は多額の剰余金をもたらし
ている。アルバート公は、この剰余金の用途を「科学と芸術の産業への影響力の拡大」
に資したいと考え、教育機関、美術館、学識研究者の集会所を伴う一種の産業大学の
設置を構想しており、1852 年の初めには博覧会敷地の南側の土地が購入され、この地
区にサウスケンジントンという地名が付けられている。しかしこのアルバート公の構
想は実現を見てはいない。当時すでにロンドンの「デザイン学校」を中心にして地方
の産業都市に分校が散在しており、既存のデザイン教育組織の改善へと力が注がれて
行くのであった。 
 万国博覧会の成功は、コールにとって上首尾であった。彼は、用意周到に忍耐強く、
しかも精力的に万国博覧会という難しい大事業に取り組み、その功労に対して「バス
勲爵士」の身分がコールに授けられている。しかも、多年の懸案であった「デザイン
学校」の再生もようやく実を結び、1852 年 2 月に新設された「実用美術局(the 
Department of Practical Art)」の総指揮監督にコールが任命されている。この実用
美術局は、自国の装飾製品の低劣な品質を改善するには、製造業者のみならず消費者
すなわち一般大衆の審美眼教育も必要であるとの反省から商務省内に新設されている。
かくしてコールは、「デザイン学校」の総指導監督者ともなっており、国立デザイン学
校をストランド街のサマセット・ハウスからパルマル街のマルバラ・ハウスへと 1852
年に移転させている。 
 マルバラ・ハウスにおける国立デザイン学校の活動は、「製品博物館(The Museum of 
Mabufacture)」あるいは「装飾美術館(The Museum of Ornamental Art)」とも呼称さ
れる陳列室での学生デザイン展示と、万国博覧会の収益金（5センポンド）で購入され
る装飾製品（英国ならびにインド、イタリー、フランスなどの産業製品）展示で幕が
開けられている。この展覧会は、まず試行的に 1852 年の 5月から 6月にかけてマルバ
ラ・ハウスの二階で開かれている。夏季休暇中は閉館されている。そしてこの展覧会
が 9 月 6 日に再開されると、主展示室に通じる細長い小部屋には、趣向を凝らした呼
び物の展示が追加されており、人びとを驚かせている。その展示に添えられた目録に
よると、それらは、「その装飾においてあらゆる原理や原則に違反しており、そのいく
つかは常識的にも異常であるという商品群」であり、「＜偽りの装飾原理(False 
Principle of Decoration)＞」の見本として並べられていた。その総数は 87 品目にも
及んでおり、四つの部門、すなわち第一部門、「織物とその他」（展示 1－20）、第二部
－ 100 －
ン改良運動に託されるのであった。 
 
4．第一回万国博覧会閉幕後の産業美術とデザイン 
 
 第一回ロンドン万国博覧会は、空前の賑わいを見せた。好奇心を刺激された内外の
人びとが競うようにして「水晶宮」へと急いだ。5月 1日から 10 月 14 日までの会期中
に 600 万人を越える入館者がつめかけており、この大盛況は多額の剰余金をもたらし
ている。アルバート公は、この剰余金の用途を「科学と芸術の産業への影響力の拡大」
に資したいと考え、教育機関、美術館、学識研究者の集会所を伴う一種の産業大学の
設置を構想しており、1852 年の初めには博覧会敷地の南側の土地が購入され、この地
区にサウスケンジントンという地名が付けられている。しかしこのアルバート公の構
想は実現を見てはいない。当時すでにロンドンの「デザイン学校」を中心にして地方
の産業都市に分校が散在しており、既存のデザイン教育組織の改善へと力が注がれて
行くのであった。 
 万国博覧会の成功は、コールにとって上首尾であった。彼は、用意周到に忍耐強く、
しかも精力的に万国博覧会という難しい大事業に取り組み、その功労に対して「バス
勲爵士」の身分がコールに授けられている。しかも、多年の懸案であった「デザイン
学校」の再生もようやく実を結び、1852 年 2 月に新設された「実用美術局(the 
Department of Practical Art)」の総指揮監督にコールが任命されている。この実用
美術局は、自国の装飾製品の低劣な品質を改善するには、製造業者のみならず消費者
すなわち一般大衆の審美眼教育も必要であるとの反省から商務省内に新設されている。
かくしてコールは、「デザイン学校」の総指導監督者ともなっており、国立デザイン学
校をストランド街のサマセット・ハウスからパルマル街のマルバラ・ハウスへと 1852
年に移転させている。 
 マルバラ・ハウスにおける国立デザイン学校の活動は、「製品博物館(The Museum of 
Mabufacture)」あるいは「装飾美術館(The Museum of Ornamental Art)」とも呼称さ
れる陳列室での学生デザイン展示と、万国博覧会の収益金（5センポンド）で購入され
る装飾製品（英国ならびにインド、イタリー、フランスなどの産業製品）展示で幕が
開けられている。この展覧会は、まず試行的に 1852 年の 5月から 6月にかけてマルバ
ラ・ハウスの二階で開かれている。夏季休暇中は閉館されている。そしてこの展覧会
が 9 月 6 日に再開されると、主展示室に通じる細長い小部屋には、趣向を凝らした呼
び物の展示が追加されており、人びとを驚かせている。その展示に添えられた目録に
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門、「壁紙と壁掛け」（展示 21-36）、第三部門、「衣類の布地」（展示 37-60）、第四部門、
「陶磁器、ガラス、製品、金属製品」（展示 61-87）に分けて展示されていた。 
 この折りの展示品目録の序文においてリチャード・レッドグレーブ(Richard 
Redgrave)は、「現今の西欧に共通する装飾の第一の悪習は、そのままあるいは単に真
似るやり方で＜自然の直接的な模倣＞へと向っていく傾向である」と指弾している。
その典型的な製品のひとつが、展示 83 番の「金メッキの真鍮とガラスで造られたガス
燈の火口」（図 4）であり、「三色昼顔の花弁からガスが炎をあげて燃えている」と、レ
ッドグレーブは悲鳴をあげている。したがって彼は、この製品は「一般に大いに受け
ているが、装飾原理的には全く弁護の余地がない。この装飾は単に新奇さを追求してお
り、無知をおもわせるものであり」、「有用目的に関しては最悪の好みである」と断じて
いる。 
その一方では、同年 9月 6日付の「タイムズ(Times)」紙は、この小部屋での展示に
ついて、次のように注意を喚起している。 
 
小部屋は一種の＜恐怖の小部屋（the Chamber of Horrors）＞に模様替えされ、そこにはあらゆ
る種類のいわゆる＜装飾製品(ornamental manufacture)＞が蒐集されている。それらは、＜偽りの
装飾原理＞を明らかにしていると見なされる製品であり、色使いが調子はずれで、図柄に意図や
調和が欠けており、自然の外貌が無作法に模倣されている。ここに展示される個々の作例を批判
する理由が明らかにされ、当校の指導に際しての規範が適切であることを詳細に吟味する機会が
広く提供されている。 
(Cf. Christpher Frayling, Henry Cole and the Chamber of Horrors,  
V&A Publishing, 2010, pp.27-8.) 
 
この「タイムズ」紙の記事は、コールの差し金であったともいわれているが、当代
のデザイン学校における指導規範の妥当性のほどを人びとや世論に盛んに訴えている。
しかし、その一方では、消費者である一般市民の側からの戸惑いも少なくはなかった。
チャールズ・ディケンズ(Charles Dickens)主幹の週刊誌『ハウスホールド・ワーズ(Ｈ
ausehold Words)』には、1852 年 12 月 4 日号にヘンリー・モーリ筆の「恐怖でいっぱ
いの家（A House Full of Horrors）」と題する物語が掲載されている。そこでモーリ
は、架空の人物クランペット氏に、「恐怖の小部屋」での展示にまつわる忌まわしい体
験を次のように語らせている。 
 
この五週間は極度に忌まわしい幻影によって付きまとわれている。・・・わが家は恐怖に満ちて
いる・・・(中略)・・・事の次第は次の通りである。私は、何がしかの正しい趣味の原理を覚え
てしまった。5 週間前に私は、装飾美術館を調べるためにマルバラ・ハウスの実用美術局を訪れ
た。私は、そこに＜恐怖の小部屋＞が設置されたのを伝え聞いており、私はそれを見つけ、カタ
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ログを手にして、その初めから終わりまでをざっと目を通した。それは陰気な部屋で、その周り
にはカーテン、絨毯、織物、燈火などなどのぞっとする製品が展示されていた。そのカタログは、
どの展示品に関してもこれこれはどうして我慢できないかを私に教示していた。・・・(中略)・・・
私は叫びたいほどであった。私自身のズボンの模様が恥ずかしかった。というのはその見本がそ
こに一つの恐怖として掛けられていたからである。私は、サンゴ色の花輪で額を拭うのを見られ
ないように、誰かがそばにいる間はポケットから敢えてハンカチを取り出さなかった。私はその
すべてを了解した。私は帰宅した時、これまで恐怖の内に暮らしていたことに気付いた。 
わが家の居間の壁紙には、四種類の極楽鳥が含まれており、さらに橋や搭も含まれている。一杯
のお茶を飲み終えるとその時に私は、＜蝶々がカップの内側に飛んでいる。恐ろしいことだ！＞と
叫んだ。」 
(Henry Morley, A House Full of Horrors; in : Household Words, 
4 December 1852, Bradbury & Evans, pp.265-6.) 
 
こうした当代の市井の人びとの戸惑いを、チャールズ・ディケンズは彼の小説『ハー
ド・タイムズ(Hard Times)』の第 1章「無邪気な幼子の虐殺(Mudering the Innocents)」
において、壁紙のデザインに事寄せて痛烈に風刺している。そこでは、コールを彷彿
とさせる「三人目の紳士が、馬の絵が配されている壁紙を取上げ、＜馬が模様にされ
ている壁紙を部屋に貼りたいか＞と少年少女に詰問し、「現実に馬が部屋の中を歩くの
を見たことはなかろう」と念押ししている。その上でこの三人目の紳士は、「空想とい
う言葉」の破棄を要請し、「事実に反するような装飾品を持つべきではない」とも唱え
ている。ここに取上げられている「馬の絵が配されている壁紙」は、「＜偽りの装飾原
理＞」展第 35 番の壁紙「馬(horses)」（図 5）であり、この壁紙においては空中に遊泳
する馬や水面や風景が透視画風に配置され、その下方には競馬の光景も描き加えられ
ている。 
こうした「恐怖の小部屋」での展示は、1853 年 6 月に最終的に打ち切られている。
そこでの刺激的な展示品は、大いに世間から注目を浴びており、街中の話題になって
いたが、汚名を着せられた製品の製造元が抗議を唱え始めたからである。しかしこの
展示部門は、「装飾美術博物館(the Museum of Ornamental Art)」と改称されて、収集
品の展示活動を続けている。またコールは、芸術図書館、連続講演会、夜間開館、カ
タログや案内書の刊行をはじめており、さらには「貸し出し部門」を組織化して地方
への「巡回展覧会」を実現している。「博物館や美術館は教育目的に役立てられないと
すると、それらは極めて活気のない事態に衰微していく」というのがコールの信条で
あり、デザイン博物館の文化的社会的な教育機能を何よりも重視したのである。 
やがて 1853 年 8 月にはデザイン学校の本校が、モールバラ・ハウスへ移転し、再び
改称されて「中央美術訓練学校(the Central Art Training School)」となり、「美術
教師を訓練するクラス」や実践的なデザイン指導を行う「特別技術クラス」が新たに
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あり、デザイン博物館の文化的社会的な教育機能を何よりも重視したのである。 
やがて 1853 年 8 月にはデザイン学校の本校が、モールバラ・ハウスへ移転し、再び
改称されて「中央美術訓練学校(the Central Art Training School)」となり、「美術
教師を訓練するクラス」や実践的なデザイン指導を行う「特別技術クラス」が新たに
設置されている。その一方で「実用美術局」は、1853 年 10 月に科学教育部門と合体し、
「芸術と科学の産業への応用」というアルバート公の高邁な計画に適わせて、その名
称が「科学・美術局(the Department of Science and Art)」に変更されている。さら
には「装飾美術博物館」が鉄製構築物「ブロンプトン・ボイラー」に 1857 年 6 月に移
され、複合体的な「サウスケンジントン博物館」の一部に組み込まれている。さらに
この「サウスケンジントン博物館」の永続的な建物の造営が始まり、その階段型講義
室棟切妻には 1851 年の万国博覧会を記念するモザイク画が掲げられており、そこには
展示館水晶宮の前庭に英国を中心にして世界の諸国が集う場面が描かれている（図 6
参照）。またこの「サウスケンジントン博物館」と並んで「中央美術訓練学校」の建物
が造営され、サウスケンジントンを中心にデザイン教育の改革は進められて行くので
あった。なお「サウスケンジントン博物館」は、ヴィクトリア女王が新しい建物の礎
石を据えた 1899 年に「ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館(The Victoria and 
Albert Museum)」と名称を改め、世界屈指のデザイン美術館として今日に至っている。 
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   図 1 フェリックス・サマリー、 
     陶器製茶器セット、1848 年 
   
                   図 2 パリのゲイトン社の「香炉」、1851 年 
   
 
 
 
 
 
 
 図 3 G.M.アダムス社の「銀製砂糖大さじ」、 
   1851 年 
                 図 4 「偽りの装飾原理」展 第 83 番「金メッ真  
              鍮とガラスで造られたガス燈の火口」、1852 年 
 
 
 
                                    
       
 
 
図 5 「偽りの装飾原理」展 第 35 番 
  壁紙「馬」、1852 年          
               図 6 サウスケンジントン博物館階段型講義室切妻 
                  モザイク画（1868 年）    （撮影 筆者） 
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